
 

 

自分を表現
ひょうげん

する力
ちから

 「自分
じぶん

から自分らしく自分の言葉
ことば

で」  
～みんなが安心して表現するための１０のポイント～ 

 

（主体的、対話的な話し合いの１０か条  國學院大學教授 杉田 洋 講演会 R6/7/16より）  

 

① 友
とも

だちの話
はなし

を聞
き

くときは、何
なに

を言
い

いたいのかわかろうと最後
さ い ご

までしっかり聞こう。 

                                                 →聞くとは、心
こころ

をつなぐこと 

 

② 言いたいことを、みんなに聞こえる声
こえ

で､みんながわかるように伝
つた

えよう。 

                         →みんなに伝わる声や話し方を意識
い し き

することは、思
おも

いやりの第一歩
だいいっぽ

 

 

③ 感
かん

じたこと、思
おも

ったこと、考
かんが

えたことを間違
ま ち が

っているかなと思っても、そのまま話そ

う。    →主張
しゅちょう

するとは、自分自身
じ し ん

を大切にし、自分らしく生
い

きること 自分自身を強
つよ

くすること 

 

④ わからない友だちには、自分のわかり方
かた

を自分の言葉で説明
せつめい

しよう。 
                                               →説明するとそれが自分の力に 

 

⑤ 意見
い け ん

と意見をつないで深
ふか

く考えられるようにしよう。そして、わからないときは、わ

かるまで何度
な ん ど

でも聞こう。           →学
まな

ぶとは、疑問
ぎ も ん

に思うこと、それを問
と

うこと 

 

⑥ 人の発言
はつげん

をばかにしたり、笑
わら

ったり、ひやかしたり、スルーしたり、無視
む し

したりする

ことは絶対
ぜったい

にやめよう。    →人間
にんげん

として悲
かな

 しい。相手
あ い て

を大切にすることは人権
じんけん

尊重
そんちょう

の第一歩 

 

⑦ 友だちの話をよく受
う

け止
と

めてから、自分の考えを整理
せ い り

したり、まとめたりしよう。 

                     →しっかりと受け止めることは深
ふか

く考えること。話合
はなしあ

いの基本
き ほ ん

は聴
き

き合
あ

い 

 

⑧ 話している人が誰
だれ

かではなく、話の 中身
な か み

をよく聞いて、考え、判断
はんだん

しよう。 

                              →話す中身を参考
さんこう

にし、生かすと、よい考えや判断、結論
けつろん

に 

 

⑨ 自分の考えに固執
こ し つ

したり、無理矢理
む り や り

押
お

し通
とお

そうとしたりしないようにしよう。 

                  →わかり合いや共感
きょうかん

、折
o

り合
a

いは、共に生きていく人間
にんげん

関係
かんけい

づくりの第一歩 

 

⑩ 違
ちが

う考え、異
こと

なる意見をできるだけ大切にしよう。 

                      →違いや多様性
たようせい

を大事にするからこそ、新
あたら

しい考えが生まれる！ 

→いじめの未然
み ぜ ん

防止
ぼ う し

は、違いを排除
はいじょ

しないことから始まる！ 
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